
第11回長時間透析
研究会のご案内 

元気で長生き！秘訣は長時間透析にあり 

平成27年11月22日（日）8時50分～18時10分 

都市センターホテル（千代田区平河町2-4-1） 



Ⅰ．長時間透析研究会とは 

 1992年、フランスのCharra博士が、
長時間透析の金字塔と評価される
貴重な論文を、Kidney International
誌上に発表しました。 その内容は1
回8時間、週3回の長時間透析を実
施した445名の患者の治療成績の報
告であります。 表題は「Survival as 
an index of adequacy of dialysis」と
なっており、十分な透析治療を実施
したかどうかを判断する基準は生存
率である、と断定しました。 Ｃｈaｒｒａ博士と金田先生 

１.長時間透析研究会発足のきっ
かけとなる論文 



     従来から、世界中で
透析治療の効率の判
定基準としては、Kt/V
が多用されていたが、
Charra博士は生存率
を重視しました。 
   長時間透析により、
高血圧の管理が良好
となり、その結果、10
年生存率75％及び20
年生存率43％と、丁度、
日本の約2倍の良い成
績をあげていました。 
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長時間透析の生存率が2倍だった！ 

日本（生存率） 
Ｃｈａｒｒａ博士（生存率） 

※日本の生存率は図説わが国の慢性透析療法の現況 
 2013年末の慢性透析患者に関する基礎集計より抜粋 

※ 



２.長時間透析研究会の発足 

    2005年、長時間透析
が良いと信じる4透析施
設の医師が中心となっ
て日本における「長時間
透析研究会」を立ち上げ
ました。当時は、人工腎
臓技術料に透析時間区
分が考慮されておらず、
1回4時間透析が圧倒的
多数を占めている中で、
1回6時間以上の長時間
透析を良いと信じ、実践
している医師達は「変わ
り者」あつかいされてい
ました。 

 

（写真左より前田利朗先生、坂井瑠実先生、金田浩先生、千葉栄市先生） 



長時間透析研究会 
〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい3-6-3 MMパークビル3F  
かもめ・みなとみらいクリニック内 長時間透析研究会 事務局 
TEL 045-228-2212  
FAX 045-633-3612 

長時間透析研究会役員の先生方 

会長 （医）かもめクリニック（神奈川県） 金田 浩 

幹事 茨城県立中央病院（茨城県） 小林 弘明 

幹事 （医）本山坂井瑠実クリニック（兵庫県） 坂井 瑠実 

幹事 （医）腎友会 岩見沢クリニック（北海道） 千葉 尚市 

幹事 済生会八幡総合病院（福岡県） 中本 雅彦 

幹事 （医）兼愛会 前田医院（佐賀県） 前田 兼徳 

幹事 （医）有心会 大幸砂田橋クリニック（愛知県） 前田 憲志 

幹事 （医）幸善会 前田病院（佐賀県） 前田 利朗 

幹事 （医）ひがしだクリニック（福岡県） 松尾 賢三 

幹事 藤田保健衛生大学病院（愛知県） 湯澤 由紀夫 

監事 名古屋バスキュラーアクセス天野記念診療所（愛知県） 天野 泉 

監事 （医）医心会 福岡腎臓内科クリニック（福岡県） 藤見 惺 



３．第1回～第10回までの長時間透析研究会 

※2008年4月、厚生労働省は透析時間区分を考慮し4時間未満、4～5時間、及び5時間以上の３つの透
析時間区分による人工腎臓技術料を設定。 
   厚生労働省はその理由として「副作用等により、透析時間を長くせざるを得ない患者がいることや、
透析時間が生命予後に影響を与える可能性があること等を考慮し、透析時間に応じた、診療報酬上の
評価を行う」と説明。 
   長時間透析が厚生労働省から正式に良い透析治療法であると評価される。 
2008年11月、第4回長時間透析研究会において、研究会の会則や役員を決定し、正式に研究会として
の形を整備。 その他、長時間透析の定義として、週3回では1回6時間以上、週3回以上では週合計18
時間以上と決定する。 

回 開催日 会場 世話人 

1 2005/12/10 福島県いわき市 （医）かもめクリニック 金田浩 

2 2006/12/9 北海道岩見沢市 （医）腎友会岩見沢クリニック 千葉栄市 

3 2007/11/10 佐賀県伊万里市 （医）幸善会前田病院 前田利朗 

4 ※2008/11/30 兵庫県神戸市 （医）坂井瑠実クリニック 坂井瑠実 

5 2009/11/8 神奈川県横浜市 （医）かもめクリニック 金田浩 

6 2010/12/5 福岡県福岡市 済生会八幡総合病院 中本雅彦 

7 2011/12/11 愛知県名古屋市 名古屋バスキュラーアクセス天野記念診療所 天野泉 

8 2012/11/4 茨城県つくば市 茨城県立中央病院 有阪弘明 

9 2013/11/10 長崎県長崎市 （医）兼愛会前田医院 前田兼徳 

10 2014/11/16 北海道札幌市 （医）腎友会岩見沢クリニック 千葉尚市 



４．長時間透析研究会の目的など 

◎「透析患者が元気で長生きされることを透析医療者と透析患者が協力して達成すること」 

①長時間透析治療において必要となる透析医療者の技術の向上と教育 
②標準血液透析とは異なる諸条件について新たな研究 
 （適切な食事や透析条件の検討など） 

※長時間透析は、標準血液透析とは異なり、限りなく在宅血液透析に近い側面を有しています。 

  【長時間透析により期待ができる効果は？】 

  ①食事制限の緩和ができる。 

  ②栄養状態や免疫状態が改善する為、感染症に強いからだ作りができる。 

  ③骨痛、関節痛、搔痒感の軽減ができる。 

  ④貧血の改善ができる。 

  ⑤血管合併症（動脈硬化、心筋梗塞、脳卒中等）の予防ができる。 

  【主なメリットをまとめると】 

  ☆①により栄養状態が格段に良くなる 

  ☆②～⑤により、服薬量を大幅に減らす事ができる。 

  ☆③のような不快な症状が軽減され、肌つやも良くなる。 

  ☆ゆっくり除水する為、体への負担が少ない。 

⇒結果、一般的な時間の透析（4時間透析）に比べ、格段に元気で長生き！ 



Ⅱ．第11回長時間透析研究会のご案内 

１．テーマ 
「元気で長生き！秘訣は長時間透析にあり」 

 
    当院のスタッフが考えた数多くのテーマの中からスタッフの投
票で選ばれました。小山看護師長が考えたテーマです。 
    ポジティブなテーマでしっかりと透析をして長生きして頂きたい
という、前向きな気持ちが伝わってくるテーマです。 
長時間透析研究会の目的や当院の方針にも合致しております。 

２.大会長、大会顧問 
大会長  ：菅沼 信也（腎内科クリニック世田谷院長） 
大会顧問：新田 孝作先生（東京女子医科大学 第四内科学講座 主任教授） 

     新田孝作先生は菅沼院長の大学医局時代の恩師で

あり、東京女子医科大学医学部長、日本透析医学会理
事長等要職を歴任されていらっしゃいます。 



３.初の東京開催！の会場 
都市センターホテル（東京都千代田区平河町2-4-1） 

●電車をご利用の場合は東京メトロ「永田町」駅・「麹町」駅・「赤坂見附」駅 
・東京メトロ 有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」4番・5番出口より徒歩4
分、9b番出口より徒歩3分  
    

千歳烏山駅からの場
合、都営新宿線九段下
で半蔵門線に乗換えて
永田町で下車が一番
楽。（通常40分程で到
着します） 

●お車をご利用の場合 
首都高速 霞ヶ関 出口
より約5分入り口はプリ
ンス通り側と貝坂通り側
の2方向からご入退場
できます。 

※駐車場満車の場合
もございます。公共交
通機関のご利用をお
勧めさせて頂きます。 



コスモスホール（3階メイン会場） オリオン（5階展示、ポスター、休憩会場） 

口演は全てこちらの会場で行わ
れます。500名収容可能。 

※展示、ポスター発表、休憩スペースがございます。 
   前日21日（土）の懇親会場。 
※医療関係者のみ対象となっている展示もございます。 



ホテル1階にレストランがございます。 
こちらでお食事や休憩が可能です。 

赤坂四川飯店 
料理の鉄人陳建一のお店 
徒歩2～3分程の場所にございます。 都市センターホテルの目の前にコンビニがございます。 

何かの時には便利です。 



４.開催日程 

①懇親会 
  11月21日（土）19時～21時 会費5,000円にて開催されます。 
  事前予約制。定員が限られていますので、お早目にお申込 
  下さいませ。 
  懇親会の受付は5階にございます。翌日のセミナー参加証 
  とストラップもお渡しさせて頂きます。 

②セミナー 

  11月22日（日）8時50分～18時10分 
  受付は8時より開始致します。 
  患者様・ご家族様は無料となっております。 
  1階受付にて参加証とストラップをお渡しさせて頂きます。 
  参加証をお持ちの上、セミナーにご参加下さい。 
  ご自分の関心がある時間帯のみの参加も全く問題ございません。 
  抄録集お求めをご希望の方は別途1,000円にて販売しております。 
  途中のランチョンセミナー及びスイーツセミナーは医療従事者のみ 
  対象としたセミナーになっておりますので、ご注意願います。 



③プログラム 

過去最高の48演題の発表＋討論1がございます。 





11月22日（日） 
皆様お誘い合わせの上 
都市センターホテルに 
ご来場下さいませ。 

自分の知らない新たな知見に触れ 
来て良かった！と感じる事でしょう！ 


